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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機能液タンクと、前記機能液タンクに機能液を供給する機能液供給源と、前記機能液タ
ンクから機能液の供給を受けるインクジェット方式の機能液滴吐出ヘッドと、を備えた液
滴吐出装置に対し、
　前記機能液供給源から前記機能液滴吐出ヘッドに至る全流路の機能液を新旧置換する液
滴吐出装置の機能液置換方法であって、
　前記機能液タンクは、底部に、流出側ポートに臨ませて液溜り部を窪入形成したタンク
本体と、前記液溜り部に臨み、前記液溜り部における機能液の液位を検出する液溜り液位
検出手段と、前記タンク本体に添設した液柱パイプと、前記液柱パイプに臨み、前記タン
ク本体に貯留される機能液の上限液位を検出する上限液位検出手段と、を有し、
　前記全流路に機能液を充填した状態で、前記機能液供給源を旧機能液から新機能液のも
のにシフトすると共に、
　前記機能液滴吐出ヘッドの吐出ノズルから機能液を吸引し、前記液溜り液位検出手段が
液位を検出するまで前記機能液タンクから機能液を抜き取る抜取り工程、および前記上限
液位検出手段が液位を検出するまで前記機能液供給源から前記機能液タンクに機能液を送
液する送液工程から成る部分置換工程を、所定回数繰り返して機能液を新旧置換すること
を特徴とする液滴吐出装置の機能液置換方法。
【請求項２】
　機能液供給源から機能液タンクを経てインクジェット方式の機能液滴吐出ヘッドに至る
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全流路の機能液を新旧置換するようにした液滴吐出装置であって、
　新機能液の機能液供給源および旧機能液の機能液供給源となる２つのメインタンクと、
　前記２つのメインタンクのタンク流路を切り替える流路切替え手段と、
　前記流路切替え手段と前記機能液滴吐出ヘッドとを接続する機能液流路と、
　前記機能液流路に介設した機能液タンクと、
　前記機能液流路を介して、前記各メインタンクの機能液を前記機能液タンクに送液する
送液手段と、
　前記機能液滴吐出ヘッドのノズル面に離接自在に密接し、前記機能液滴吐出ヘッドの吐
出ノズルから機能液を吸引する吸引手段と、
　前記流路切替え手段、前記送液手段および前記吸引手段を制御する制御手段と、を備え
、
　前記機能液タンクは、底部に、流出側ポートに臨ませて液溜り部を窪入形成したタンク
本体と、前記液溜り部に臨み、前記液溜り部における機能液の液位を検出する液溜り液位
検出手段と、前記タンク本体に添設した液柱パイプと、前記液柱パイプに臨み、前記タン
ク本体に貯留される機能液の上限液位を検出する上限液位検出手段と、を有し、
　前記制御手段は、前記流路切替え手段を切り替えて、前記メインタンクを旧機能液のも
のから新機能液のものにシフトすると共に、
　前記吸引手段を駆動し、前記液溜り液位検出手段が液位を検出するまで前記機能液タン
クから機能液を抜き取る抜取り動作、および前記上限液位検出手段が液位を検出するまで
前記機能液供給源から前記機能液タンクに機能液を送液する送液動作から成る部分置換動
作を、所定回数繰り返して機能液を新旧置換することを特徴とする液滴吐出装置。
【請求項３】
　前記新旧機能液が、成分の異なる描画用のインク同士であることを特徴とする請求項２
に記載の液滴吐出装置。
【請求項４】
　前記新旧機能液が、描画用のインクと洗浄液とであることを特徴とする請求項２に記載
の液滴吐出装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、機能液供給源から機能液の供給を受けると共に、機能液滴吐出ヘッドに機能
液を供給する機能液タンクを備えた液滴吐出装置の機能液置換方法および液滴吐出装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、液滴吐出装置の機能液置換方法ではないが、送液と吸引とを併用して液滴吐出ヘ
ッドのヘッド内流路に機能液の充填を行う液滴吐出ヘッドの機能液充填方法が知られてい
る（特許文献１参照）。この機能液充填方法は、主に液滴吐出ヘッドの交換時に実施する
ものであり、密閉式の給液サブタンクに圧縮エアーを供給して、給液サブタンク内の機能
液を液滴吐出ヘッドに送液し、液滴吐出ヘッドのヘッド内流路に機能液を充填する加圧送
液工程と、加圧送液工程の後、吸引ユニットを駆動し、液滴吐出ヘッドのノズルから機能
液を吸引する吸引工程と、を備えている。このように、液滴吐出ヘッドに対し、機能液の
送液による充填動作と、続く機能液の吸引動作とを実施することにより、初期充填を可能
とすると共にヘッド内流路に気泡が残留するのを防止している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－１８８４１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　ところで、機能液滴吐出ヘッドに機能液を供給する機能液供給装置に異なる機能液を導
入しようとする場合、上記従来の機能液充填方法に倣えば、その時点で機能液供給装置の
充填流路（全流路）に充填されている旧機能液を全て液抜きし、その後、新機能液を上記
の充填動作と吸引動作とを用いて充填することになる。しかし、経験則上、全流路に充填
されている機能液をいったん全て液抜きしてしまうことによって、充填後の機能液滴吐出
ヘッドの吐出特性が悪化することが知られている。そこで、サブタンクを空にしない程度
に機能液（旧機能液）の吸引および機能液（新機能液）の充填を同時に繰り返し行うこと
によって、機能液を流路内において徐々に置換してゆく機能液置換方法が考えられる。
　一方、上記のサブタンクには、上限となる機能液の液位を検出する上限検出センサーお
よび下限となる機能液の液位を検出する下限検出センサーが設けられているため、これら
を利用し、サブタンク内に貯留する旧機能液の液面が下限検出センサーにセンシングされ
るまで液抜きを行う抜取り工程と、サブタンク内に新機能液の送液を行う送液工程とを、
交互に繰り返すことにより機能液を置換することが考えられる。しかし、このようにする
と、下限検出センサ以下に残留する旧機能液とサブタンクに送液された新機能液とがサブ
タンク内で混合し、その混合液がサブタンクの微小間隙に行き渡り、抜取り工程と送液工
程とを十分に繰り返し実施しても完全に除去することができないため、サブタンク内が新
機能液に完全に置換されるまでに多くの機能液を消費することになり、置換効率が非常に
悪くなるという問題があった。
【０００５】
　本発明は、新旧機能液の置換を効率良く行うことができる液滴吐出装置の機能液置換方
法および液滴吐出装置を提供することを課題としている。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の液滴吐出装置の機能液置換方法は、機能液タンクと、機能液タンクに機能液を
供給する機能液供給源と、機能液タンクから機能液の供給を受けるインクジェット方式の
機能液滴吐出ヘッドと、を備えた液滴吐出装置に対し、機能液供給源から機能液滴吐出ヘ
ッドに至る全流路の機能液を新旧置換する液滴吐出装置の機能液置換方法であって、機能
液タンクは、底部に、流出側ポートに臨ませて液溜り部を窪入形成したタンク本体と、液
溜り部に臨み、液溜り部における機能液の液位を検出する液溜り液位検出手段と、タンク
本体に添設した液柱パイプと、液柱パイプに臨み、タンク本体に貯留される機能液の上限
液位を検出する上限液位検出手段と、を有し、全流路に機能液を充填した状態で、機能液
供給源を旧機能液から新機能液のものにシフトすると共に、機能液滴吐出ヘッドの吐出ノ
ズルから機能液を吸引し、液溜り液位検出手段が液位を検出するまで機能液タンクから機
能液を抜き取る抜取り工程、および上限液位検出手段が液位を検出するまで機能液供給源
から機能液タンクに機能液を送液する送液工程から成る部分置換工程を、所定回数繰り返
して機能液を新旧置換することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明の液滴吐出装置は、機能液供給源から機能液タンクを経てインクジェット
方式の機能液滴吐出ヘッドに至る全流路の機能液を新旧置換するようにした液滴吐出装置
であって、新機能液の機能液供給源および旧機能液の機能液供給源となる２つのメインタ
ンクと、２つのメインタンクのタンク流路を切り替える流路切替え手段と、流路切替え手
段と機能液滴吐出ヘッドとを接続する機能液流路と、機能液流路に介設した機能液タンク
と、機能液流路を介して、各メインタンクの機能液を機能液タンクに送液する送液手段と
、機能液滴吐出ヘッドのノズル面に離接自在に密接し、機能液滴吐出ヘッドの吐出ノズル
から機能液を吸引する吸引手段と、流路切替え手段、送液手段および吸引手段を制御する
制御手段と、を備え、機能液タンクは、底部に、流出側ポートに臨ませて液溜り部を窪入
形成したタンク本体と、液溜り部に臨み、液溜り部における機能液の液位を検出する液溜
り液位検出手段と、タンク本体に添設した液柱パイプと、液柱パイプに臨み、タンク本体
に貯留される機能液の上限液位を検出する上限液位検出手段と、を有し、制御手段は、流
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路切替え手段を切り替えて、メインタンクを旧機能液のものから新機能液のものにシフト
すると共に、吸引手段を駆動し、液溜り液位検出手段が液位を検出するまで機能液タンク
から機能液を抜き取る抜取り動作、および上限液位検出手段が液位を検出するまで機能液
供給源から機能液タンクに機能液を送液する送液動作から成る部分置換動作を、所定回数
繰り返して機能液を新旧置換することを特徴とする。
 
【００１４】
　これらの構成によれば、機能液タンクに対する抜取り工程（抜取り動作）および送液工
程（送液動作）を繰り返すと、全流路を満たしている旧機能液は、機能液滴吐出ヘッドか
ら徐々に抜き取られる一方、新機能液は、旧機能液と界面を接した状態で機能液供給源か
ら機能液タンクに送られてゆく。機能液タンクでは、界面が消失して新機能液と旧機能液
とが混合するが、部分置換工程（部分置換動作）を繰り返すことにより、徐々に新機能液
に置換されてゆく。そして、所定の繰返し回数、部分置換工程（部分置換動作）を繰り返
すと、最終的に機能液タンクは元より、機能液滴吐出ヘッドのヘッド内流路においても、
旧機能液が新機能液に所定の置換率（完全置換に相当する置換率）まで置換される。この
ように、旧機能液の液抜きと新機能液の充填とが同時進行で実施されるため、新旧機能液
の置換を短時間で行うことができる。さらに、新機能液は旧機能液に接し或いは混合した
状態で、新旧機能液を置換することができ、新機能液の充填に際し、新機能液がエアーに
接するのを極力阻止することができる。したがって、エアーによる新機能液の変質や機能
液流路内への気泡（エアー）の残留を有効に防止することができる。また、抜取り工程（
抜取り動作）において、液溜り液位検出手段が液位を検出するまで機能液タンクから機能
液を抜き取るため、１回の液抜き工程によって吸引される機能液量が多く、機能液滴吐出
ヘッドの吐出特性に影響を与えることなく、機能液の置換を効率良く行うことができる。
【００１５】
　この場合、新旧機能液が、成分の異なる描画用のインク同士であること、或いは新旧機
能液が、描画用のインクと洗浄液とであることが好ましい。
【００１６】
　この構成によれば、新旧の描画インクの置換は元より、新旧描画インクの置換の間に洗
浄工程を実施する場合にも、機能液タンクを空にすることなく、新描画インクをエアーに
接触させずに充填することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】実施形態に係る液滴吐出装置の斜視図である。
【図２】ヘッドユニットの平面摸式図である。
【図３】機能液滴吐出ヘッドの外観斜視図である。
【図４】機能液供給装置の配管系統図である。
【図５】吸引ユニットの側面図である。
【図６】サブタンク廻りを模式的に表した断面図である。
【図７】機能液供給装置の簡易な配管系統図である。
【図８】機能液置換方法のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、添付の図面を参照して、本発明の実施形態に係る機能液置換方法を適用した液滴
吐出装置について説明する。この液滴吐出装置は、フラットパネルディスプレイの製造ラ
インに組み込まれており、例えば、特殊なインクや発光性の樹脂液である機能液を導入し
た機能液滴吐出ヘッドを用い、液晶表示装置のカラーフィルタや有機ＥＬ装置の各画素と
なる発光素子等を形成するものである。
【００１９】
　図１に示すように、液滴吐出装置１は、石定盤に支持されたＸ軸支持ベース２上に配設
され、主走査方向となるＸ軸方向に延在して、ワークをＸ軸方向に移動させるＸ軸テーブ
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ル１１と、複数本の支柱４を介してＸ軸テーブル１１を跨ぐように架け渡された１対のＹ
軸支持ベース３上に配設され、副走査方向となるＹ軸方向に延在するＹ軸テーブル１２と
、複数の機能液滴吐出ヘッド１７（図１では図示省略）が搭載された１３個のキャリッジ
ユニット５１と、から成り、１３個のキャリッジユニット５１は、Ｙ軸テーブル１２に吊
設されている。さらに、液滴吐出装置１は、これらの装置を温度および湿度が管理された
雰囲気内に収容するチャンバー６と、チャンバー６を貫通して、チャンバー６の外部から
内部の機能液滴吐出ヘッド１７に機能液を供給する３組の機能液供給装置１０１（図４参
照）を有した機能液供給ユニット７と、を備えている。Ｘ軸テーブル１１およびＹ軸テー
ブル１２の駆動と同期して機能液滴吐出ヘッド１７を吐出駆動させることにより、機能液
供給ユニット７から供給されたＲ・Ｇ・Ｂ３色の機能液滴を吐出させ、ワークに所定の描
画パターンが描画される。
【００２０】
　また、液滴吐出装置１は、フラッシングユニット８、吸引ユニット９、ワイピングユニ
ット１４、吐出性能検査ユニット１８から成るメンテナンス装置５を備えており、これら
ユニットを機能液滴吐出ヘッド１７の保守に供して、機能液滴吐出ヘッド１７の機能維持
・機能回復を図るようになっている。
【００２１】
　フラッシングユニット８は、機能液滴吐出ヘッド１７の吐出直前や、ワークの載換え時
等の描画処理休止時に行われる、機能液滴吐出ヘッド１７の捨て吐出（フラッシング）を
受ける。ワイピングユニット１４は、ワイピングシートを有し、吸引後の機能液滴吐出ヘ
ッド１７のノズル面９７を拭取る。吐出性能検査ユニット１８は、機能液滴吐出ヘッド１
７から吐出された機能液滴を画像認識し、機能液滴吐出ヘッド１７の吐出性能（吐出の有
無および飛行曲り）を検査する。吸引ユニット９は、詳細は後述するが、複数の分割吸引
ユニット９ａを有し、各機能液滴吐出ヘッド１７の吐出ノズル９８から機能液を強制的に
吸引すると共に、キャッピングを行う。
【００２２】
　各キャリッジユニット５１は、１２個の機能液滴吐出ヘッド１７と、１２個の機能液滴
吐出ヘッド１７を６個ずつ２群に分けて支持するキャリッジプレート５３と、から成るヘ
ッドユニット１３を備えている（図２参照）。また、各キャリッジユニット５１は、一対
のＹ軸支持ベース３上に掛け渡されたブリッジプレート５２に吊設されている。各キャリ
ッジユニット５１は、ブリッジプレート５２上に配設されたサブタンク（機能液タンク）
１２１から自然水頭を利用し、かつ圧力調整弁１５０を介して各機能液滴吐出ヘッド１７
に機能液が供給されるようになっている。なお、キャリッジユニット５１の個数および各
キャリッジユニット５１に搭載される機能液滴吐出ヘッド１７の個数は任意である。
【００２３】
　図３に示すように、機能液滴吐出ヘッド１７は、いわゆる２連のインクジェットヘッド
であり、２連の接続針９２を有する機能液導入部９１と、機能液導入部９１の側方に連な
る２連のヘッド基板９３と、ヘッド基板９３の下方に連なり、内部に機能液で満たされる
ヘッド本体９４と、を備えている。接続針９２は、機能液供給ユニット７に接続され、機
能液導入部９１に機能液を供給する。ヘッド本体９４は、キャビティ９５（ピエゾ圧電素
子）と、多数の吐出ノズル９８が開口したノズル面９７を有するノズルプレート９６と、
で構成されている。機能液滴吐出ヘッド１７を吐出駆動すると、キャビティ９５のポンプ
作用により、吐出ノズル９８から機能液滴が吐出される。
【００２４】
　機能液供給ユニット７は、図４に示すように、Ｒ・Ｇ・Ｂ３色に対応した３組の機能液
供給装置１０１を備えている。また、機能液供給ユニット７は、メインタンク（機能液供
給源）１８１およびサブタンク（機能液タンク）１２１等に制御用の圧縮窒素ガスを供給
する窒素ガス供給設備８５と、各種開閉弁の制御用の圧縮エアーを供給する圧縮エアー供
給設備８６と、各部からガス排気を行うためのガス排気設備８７と、気泡除去ユニット１
３５と、を備えている。３組の機能液供給装置１０１は、それぞれＲ・Ｇ・Ｂ３色に対応



(6) JP 5417918 B2 2014.2.19

10

20

30

40

50

した機能液滴吐出ヘッド１７に接続されており、これにより、各色の機能液滴吐出ヘッド
１７には対応する色の機能液が供給される。
【００２５】
　各機能液供給装置１０１は、機能液の供給源を構成する２つのメインタンク１８１,１
８１を有するタンクユニット１２２と、各キャリッジユニット５１に対応して設けた１３
個のサブタンク１２１と、タンクユニット１２２および各機能液滴吐出ヘッド１７とを接
続する機能液流路１２３と、を備えている。各メインタンク１８１内の機能液は、これに
接続して窒素ガス供給設備８５からの圧縮窒素ガスにより加圧され、機能液流路１２３を
介して１３個のサブタンク１２１に選択的に供給される。その際、圧縮エアー供給設備８
６の圧縮エアーにより、各種開閉弁が開閉制御される。また同時に、各サブタンク１２１
は、ガス排気設備８７を介して大気開放され、必要量の機能液を受容する。各サブタンク
１２１の機能液は、これに連なる機能液滴吐出ヘッド１７の駆動により、所定の水頭圧を
維持しながら、機能液流路１２３を介して機能液滴吐出ヘッド１７に供給される。なお、
上記のようなガス圧による送液の他、ポンプによる送液であってもよい。
【００２６】
　タンクユニット１２２は、機能液の供給源となる一対のメインタンク１８１,１８１と
、一対のメインタンク１８１,１８１の重量をそれぞれ測定する一対の重量測定装置１８
２，１８２と、機能液流路１２３への連通状態を一方のメインタンク１８１から他方のメ
インタンク１８１に切替える切替え機構（流路切換え手段）１８３と、を備えている。各
メインタンク１８１には、機能液を圧送するための加圧制御および機能液を逆送するため
の負圧制御（大気開放に相当）を行うべく、窒素ガス供給設備８５およびガス排気設備８
７に接続されている。
【００２７】
　切替え機構１８３は、一対のメインタンク１８１,１８１に接続した一対のタンク流路
１８６,１８６と、上流側に一対のタンク流路１８６,１８６が接続されると共に、下流側
に機能液流路１２３が接続されたタンク流路継手１８７と、各タンク流路１８６,１８６
に介設されたタンク開閉弁１８８と、を備えている。一方のタンク開閉弁１８８を閉弁し
、他方のタンク開閉弁１８８を開弁することにより、機能液流路１２３への接続が、一対
のメインタンク１８１,１８１の間で交互に切替えが行われる。
【００２８】
　機能液流路１２３は、上流端がタンクユニット１２２に接続された主機能液流路１２４
と、主機能液流路１２４の下流端に接続され、主機能液流路１２４を１３分岐する１３分
岐流路１３２と、１３分岐流路１３２および各機能液滴吐出ヘッド１７を接続する個別機
能液流路１２７と、から構成されている。主機能液流路１２４には、気体通過膜を介して
機能液中のマイクロバルブを経時的に除去する気泡除去ユニット１３５が介設されている
。
【００２９】
　個別機能液流路１２７は、上流端を１３分岐流路１３２に接続したタンク側流路１４６
と、上流側をサブタンク１２１に接続したヘッド側流路１２８と、上流側をヘッド側流路
１２８に接続した４分岐流路１４７と、上流側を４分岐流路１４７に接続した複数の個別
流路１４８と、により構成されている。これにより、機能液が各サブタンク１２１から４
方に分岐して、それぞれの機能液滴吐出ヘッド１７に接続されている。すなわち、機能液
流路１２３の１３分岐と、個別機能液流路１２７の４分岐により、１３×４個の機能液滴
吐出ヘッド１７に機能液が供給されている。
【００３０】
　吸引ユニット９は、図５に示すように、１２個の機能液滴吐出ヘッド１７に対応する１
２個のヘッドキャップ２１をキャッププレート２２に配置した１３台のキャップユニット
３１と、支持部材２３を介して各キャップユニット３１を昇降させる１３台の昇降機構３
２と、各キャップユニット３１に連なると共に機能液の吸引流路を有する１３個の吸引流
路系２７（図７参照）と、各吸引流路系２７に連なると共に２つの圧力水準に対応した２
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つの廃液タンクを有する吸引機構（図示省略）と、を備えている。また、図示は省略する
が、吸引ユニット９は、圧力制御機構等に制御用の圧縮エアーを供給する圧縮エアー供給
設備と、各部から排気を行うための排気設備と、廃液タンクに接続され、貯留された機能
液を廃液する機能液廃液設備と、を備えている。
【００３１】
　キャップユニット３１は、各色２個、計１２個の機能液滴吐出ヘッド１７に対応したヘ
ッドキャップ２１と、これらを搭載したキャッププレート２２と、で構成されている。昇
降機構３２は、支持部材２３を介してヘッドキャップ２１を直接昇降させる昇降シリンダ
２４と、昇降シリンダ２４による昇降をガイドする一対のリニアガイド２５と、これらを
支持するベース部２６と、を有している。
【００３２】
　吸引ユニット９による吸引動作は、昇降機構３２によりキャップユニット３１を上昇さ
せ、各機能液滴吐出ヘッド１７に対応するヘッドキャップ２１を密接させた後、エジェク
ター２８（図７参照）を駆動させることにより、機能液滴吐出ヘッド１７の吐出ノズル９
８から機能液を吸引して行われる。
【００３３】
　ここで、図６を参照して、本実施形態に係るサブタンク（機能液タンク）１２１につい
て詳細に説明する。サブタンク１２１は、機能液を貯留するサブタンク本体１７１と、サ
ブタンク本体１７１に落し蓋様に浮かした蓋体フロート１７２と、サブタンク本体１７１
の側方に配設された透明な液柱パイプ１７６と、液柱パイプ１７６に臨み、貯留された機
能液の液位を検出する液位検出機構１７３と、サブタンク本体１７１に連通する液柱パイ
プ１７６の下部連通部１２５より下方の位置に設けられた液溜り部７１と、液溜り部７１
に臨み、液溜り部７１における機能液の液位を検出する液溜り液位検出センサー（液溜り
液位検出手段）７２と、を備えている。また、サブタンク１２１の下方には、第３開閉弁
１３９を介してタンク側流路１４６に接続される流入ジョイント（流入側ポート）１６３
、およびヘッド側流路１２８に接続される流出ジョイント（流出側ポート）１６４が設け
られている。このように、機能液は、サブタンク本体１７１の下方から流入し、下方から
流出するように構成されている。また、サブタンク本体１７１の上部には、窒素ガス供給
設備８５およびガス排気設備８７が接続されており（図４参照）、サブタンク本体１７１
の内部を、メインタンク１８１からの送液の際の大気開放およびメインタンク１８１への
加圧制御可能に構成されている。
【００３４】
　液位検出機構１７３は、液柱パイプ１７６に臨んでおり、上限となる機能液の液位を検
出する上限検出センサー（上限液位検出手段）１７８と、上下中間位置に配設され、補給
時の機能液の液位を検出する液位検出センサー１７７と、下限となる機能液の液位を検出
する下限検出センサー（下限液位検出手段）１７９と、を備えている。上限検出センサー
１７８は、サブタンク１２１のオーバーフローを防止すべく設けられており、上限検出セ
ンサー１７８が上限液位を検出した場合には、メインタンク１８１からの送液を停止させ
る。一方、下限検出センサー１７９は、サブタンク１２１が空になるのを防止すべく設け
られており、下限検出センサー１７９が下限液位を検出した場合には、現時点のワークの
描画が終了したところで液滴吐出装置１を停止させる。
【００３５】
　液位検出センサー１７７は、機能液滴吐出ヘッド１７の理想の水頭値を考慮した液位を
検出するものであり、液位検出センサー１７７により機能液の液位が検出されると、制御
部１０２との協働により、満液もしくは減液と判断される。すなわち、液位検出センサー
１７７より上に液位がある状態から、吐出動作により機能液が減り、液位検出センサー１
７７により液位が検出されることで減液と判断される。また、液位検出センサー１７７よ
り下に液位がある状態から、補給動作により機能液が増え、液位検出センサー１７７によ
り液位が検出された後、一定時間経過すると満液と判断される。このような液位検出セン
サー１７７により、サブタンク１２１内の機能液の液位が上下中間部位置に制御されてい
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る。
【００３６】
　ここで、機能液供給源であるメインタンク１８１からサブタンク１２１への機能液の補
給動作について説明する。サブタンク１２１内の機能液が一定量減り、上述した液位検出
機構１７３によって減液状態であると判断されると、第３開閉弁１３９を開弁すると共に
、ガス排気設備８７を駆動してメインタンク１８１からサブタンク１２１に機能液を補給
する。メインタンク１８１は加圧されているため、第３開閉弁１３９を開弁し、サブタン
ク１２１内の大気を開放することでメインタンク１８１の機能液が自動的にサブタンク１
２１に送液される。サブタンク１２１内の機能液が一定量貯まり、液位検出機構１７３に
よってサブタンク１２１内が満液状態であると判断されると、第３開閉弁１３９を閉弁し
て補給動作を終了する。
【００３７】
　一方、図６に示すように、液溜り部７１は、サブタンク本体１７１の底部に連通して窪
入形成されており、円形或いは角形を為している。サブタンク本体１７１に貯留されてい
る機能液は、液溜り部７１を介して流出経路１６５および流出ジョイント１６４を介して
流出するように構成されている。そして、この液溜り部７１に臨むように、液溜り部７１
における機能液を検出すべく、液溜り液位検出センサー７２が設置されている。この液溜
り液位検出センサー７２は、液溜り部７１において機能液を完全に空にすることなく残留
させることを目的として設置され、後述する機能液置換方法における機能液抜取り工程に
用いられる。この液溜り液位検出センサー７２により液位が検出されると、制御部１０２
との協働により、機能液抜取り工程における液抜き作業が停止される。すなわち、液溜り
部７１に旧機能液を僅かに残した状態でサブタンク１２１からの機能液の吸引が停止され
る。したがって、完全にサブタンク１２１内を空にすることなく、最小限の機能液を残す
ことによって、効率良く新旧機能液の置換を行うことができる。
【００３８】
　次に、図７および図８を参照して、機能液供給装置１０１（機能液供給ユニット７）の
機能液置換方法について説明する。この機能液置換方法は、機能液供給装置１０１（の全
流路）に充填されている機能液（旧機能液）を抜き取り（不完全抜取り）、これと成分の
異なる機能液（新機能液）を充填するものであり、この抜取りと充填とを繰り返すもので
ある。言うまでもないが、一方のメインタンク１８１には、旧機能液が残っており、新機
能液を充填した他方のメインタンク１８１がセットされている状態から機能液置換のシー
ケンスがスタートする。そして、機能液滴吐出ヘッド１７の吐出ノズル９８から機能液を
吸引してサブタンク１２１から所定量の機能液を抜き取る抜取り工程（Ｓ１～Ｓ３）と、
メインタンク１８１からサブタンク１２１に機能液を圧力送液する送液工程（Ｓ４～Ｓ６
）と、を所定の回数繰り返すようにしている。
【００３９】
　まず、切替え機構１８３により、現在使用している旧機能液のメインタンク１８１から
、新機能液が充填されているメインタンク１８１に流路切替えする。次に、吸引ユニット
９を駆動して、サブタンク１２１の液抜きとなる抜取り工程（Ｓ１～Ｓ３）を開始する。
具体的には、第１のサブタンク１２１の液溜り液位検出センサー７２が減液を検出するま
で、機能液滴吐出ヘッド１７を介してサブタンク１２１内の旧機能液を液抜きする。この
抜取り工程では、サブタンク１２１の液位が液溜り液位検出センサー７２の位置まで降下
する。このため、サブタンク１２１の蓋体フロート１７２は、サブタンク１２１の底面ま
で落ち込むと共に、サブタンク１２１と蓋体フロート１７２との間隙にある機能液、およ
び液柱パイプ１７６内の機能液も、抜ききれることになる。なお、メインタンク１８１か
らサブタンク１２１に至るまでの機能液流路１２３において、廃液タンクに接続された逆
送配管パイプを設けることによって、流路内の旧機能液を押し出すようにメインタンク１
８１から新機能液を送液し、逆送配管パイプを通じて旧機能液を廃液タンクに送るように
してもよい。
【００４０】
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　次に、第３開閉弁１３９を開弁して、サブタンク１２１への送液工程（Ｓ４～Ｓ６）を
開始する。具体的には、第１のサブタンク１２１の上限検出センサー１７８が満液を検出
するまで、第３開閉弁１３９を開弁状態とし、第１のサブタンク１２１に機能液を補充す
る。この場合、サブタンク１２１と蓋体フロート１７２との間隙や液柱パイプ１７６内等
の、新機能液と混ざり難い部分（微小間隙）に旧機能液が残っていないため、置換率が格
段に向上する。特に、旧機能液に比して新機能液の比重が高い場合でも、高い置換率が維
持される。これにより、第１のサブタンク１２１の１回目の部分置換工程（Ｓ１～Ｓ６）
が終了する。続いて、第２ないし第１３のサブタンク１２１への部分置換工程を実施する
ことで、一巡目の部分置換工程を終了する。一巡目の部分置換工程終了後、第１ないし第
１３のサブタンク１２１に対して、二巡目の部分置換工程を行う。そして、この部分置換
工程を複数回（所定の回数）繰り返すことで、メインタンク１８１から機能液滴吐出ヘッ
ド１７までの流路全体の機能液置換を終了する。なお、この繰返し回数は、機能液滴吐出
ヘッド１７から吸引した機能液が、完全置換に相当する置換率（９９．０％）になるため
の回数であり、この繰返し回数は、上記置換率になるように予め試験的に求めた回数を用
いることが好ましい。
【００４１】
　以上の構成によれば、旧機能液の液抜きと新機能液の充填とが同時進行で実施されるだ
けでなく、液溜り部７１を設けることによって１回の抜取り工程における液抜き量が多い
ため、機能液供給装置１０１における新旧機能液の置換を短時間に効率良く行うことがで
きる。このため、上記の繰り返し回数を極力少なくすることができる。
【００４２】
　なお、本実施形態では、１のサブタンク１２１を置換単位として機能液置換を行ってい
るが、２以上のサブタンク１２１を置換単位として機能液置換を行ってもよい。
【００４３】
　また、新機能液がメインタンク１８１から機能液滴吐出ヘッド１７に至る流路全体を洗
浄する洗浄液であってもよい。この場合、洗浄液として機能液の溶媒を用いれば、上記の
繰返し回数を極端に少なくすることができる。
【符号の説明】
【００４４】
　１…液滴吐出装置　７…機能液供給ユニット　１７…機能液滴吐出ヘッド　７１…液溜
り部　７２…液溜り液位検出センサー　９８…吐出ノズル　１２１…サブタンク　１６４
…流出側ポート　１７１…サブタンク本体　１７２…蓋体フロート　１７６…液柱パイプ
　１７８…上限検出センサー　１７９…下限検出センサー　１８１…メインタンク　１８
３…切替え機構
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